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研究成果の概要（和文）：まず、短文で書かれた出来事を分類するための手法を提案し、ECIRで発表した。この
手法を用いて、入力された出来事に類似する過去の出来事を検索するための手法をJCDLで発表した。
　次に、ECIRで発表した手法を用いて因果関係に基づく出来事の類似度を評価できるように、新聞・ツイート・
検索ログのデータを定量的・定性的に分析し、それらの成果をJCDLやWIなどのトップカンファレンスで論文発表
を行った。
　最後に、これらの手法を用いて効果的な歴史学習を実現できる学習環境を構築するための理論・システムフレ
ームワークをFICC・HCIIで成果発表した。

研究成果の概要（英文）：First, I proposed a method to classify events written in short sentences and
 presented at ECIR. Using this method, I presented a method to search past events similar to the 
input events at JCDL.
  Next, I quantitatively and qualitatively analyze past events from newspaper, tweet and search log 
so that it is able to evaluate similarity of events based on their causality. These analyzing 
results are reported as papers accepted at top conferences such as JCDL and WI.
  Finally, we presented the results of the theory and system framework for establishing a learning 
environment that provide effective historical learning using classification algorithms at FICC and 
HCII.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
出来事を自動的に分類する手法を実現することは、年々増加するデータの構造化を可能にする。すなわち、膨大
にあるデータの中から欲しい情報を直ちに検索することが分類によって出来る。本研究で対象とした出来事は、
通常の文章と同様に一つの文章で一つの出来事を詳細にのべるだけでなく、因果関係を見出すために簡潔にまと
められた短文で記載されることもある。本研究の成果は、このような出来事の記述方法の特性を考慮して分類精
度の向上を実現した。
　また、歴史学習システムは、単に過去の出来事を暗記するだけでなく、現代の諸問題と対比させながら過去に
起きた出来事を提示し、歴史的類推を促進することができる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 現代の Web には膨大な量の情報が蓄積され，その量は年々増加している．特に近年，SNS
やWikipediaに代表される集合知を利用する機会が増加していることから，単に詳細な情報を
記録するだけでなく，どのような出来事が生じたのかを順序立てて蓄積されるようになってい
る．例えば，Wikipedia には「東北地方太平洋沖地震」と「東日本大震災」の詳細を述べる記
事がそれぞれ存在するが，これらに加えて「2011年」という記事の 3月 11日に起きた出来事
として，「東北地方太平洋沖地震」によって「東日本大震災」が引き起こされた，という情報が
記載されている． 
 上記のような情報を構造化しながら蓄積する事は、情報のアクセス性の向上のためでなく，
人類が過去の知見を学習し，現代に活用する能力を身につけるためにも重要である．このよう
な能力は歴史的類推と呼ばれ，因果関係の類似性に着目することが重要だと考えられている． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，まず，文章として記載されている出来事を構造的にまとめるための分類器を実
現する事を目的とする．次に，因果関係を基にした出来事同士の類似度を評価する検索エンジ
ンを実現する．最後に，これらの手法を用いて，歴史的類推を促進するための歴史学習環境を
構築する． 
 
 
３．研究の方法 
まず出来事情報の網羅性の高い情報源として Wikipedia から取得した．具体的には，
https://en.wikipedia.org/wiki/2011 の記事のように，各年で起きた出来事を全て収集した．こ
れらの出来事を用いて分類器を構築する．次に，出来事を節・因果関係を辺とするグラフを構
築し，グラフ間の類似度を評価する理論を構築する．最後に、分類器や検索エンジンを用いた
歴史学習のためのシステムの構築を行う。 
 
４．研究成果 
まず、収集したWikipediaの出来事に対して高い精度で分類できる分類器を実現するための特
徴選択の手法を実現し、成果を論文として発表した。この分類器を用いて入力された出来事に
類似する過去の出来事を検索するアルゴリズムを提案し、デモ論文として発表した。また、出
来事間の因果関係を従来手法よりも高い精度で検出できるアルゴリズムを実現した。この成果
を用いて出来事・因果関係グラフの構築を試みたが、良い精度でグラフを構築することが難し
いことが明らかになった。そこで、一旦、グラフではなく、線形リストとして出来事を集約し、
それらを埋め込むことによって異なる年に生じた類似する出来事を検索する手法を実現した。
この手法の成果をまとめ、論文を国際会議で発表した。 
 次に、因果関係の推定を高い精度で行えることを目標にして、新聞・Twitter・検索ログとい
った他の種類のデータを用いて、人々はなぜ・どのように・どのような過去を参照するのかを、
定量的・定性的に分析した。これらの分析結果をそれぞれ論文としてまとめ、国際会議で発表
を行った。 
 最後に、分類器や検索エンジンを利用した歴史学習システムを構築するために、上記の提案手
法やデモシステムを応用し、クラスタリング・分類・検索を統合した学習システムを実現し、
その内部のアルゴリズムやシステムのフレームワークを論文としてまとめ、発表を行った。 
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